
(57)【要約】

　例えば胃造ろう注入チューブのような医用カテーテル

に使用する嵩の低いアダプタ（１）である。好適実施例

においては、前記アダプタは下部分（１５）と上部分と

を有する体部（１３）を含む。第１の流路（２５）が前

記下部分に設けられ、第２の流路（３７，３９，４１）

が前記上部分に設けられ、前記第１と第２の流路が相互

に対して垂直であり、流体連通している。全体的に筒型

の心棒（７１）が前記第２の流路内において共軸線関係

で位置され、その長手方向軸線の周りで回転可能に装着

されている。前記心棒は中空であり、開放した前端（７

３）と、閉鎖した後端（７５）と、前記側壁にあり前記

第１の流路と回転可能に整合しうる孔（８５）とを有し

ている。前記第１の流路に対する前記孔の回転方向の整

合を促進するために、前記心棒の外側に停止部材が形成

されており、該停止部材は前記第２の流路内に位置した

面（５９）と係合可能である。前記心棒の前端は前記第

２の流路の前端に対して相対的に奥まっていて前記心棒

の望ましくない回転を阻止する。閉鎖位置から開放位置

への前記心棒の回転は注射器を前記心棒の前端にねじ込
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 用 カ テ ー テ ル に 使 用 す る の に 良 く 適 し た ア ダ プ タ に お い て 、
（ ａ ） 前 記 医 用 カ テ ー テ ル と 流 体 連 通 す る よ う に さ れ た ル ー メ ン と 、
（ ｂ ） 外 部 の 導 管 と 流 体 連 通 す る よ う に さ れ て い て 、 前 記 ル ー メ ン と 流 体 連 通 し て い る 開
放 位 置 と 前 記 ル ー メ ン と 流 体 連 通 し て い な い 閉 鎖 位 置 と の 間 を 長 手 方 向 軸 線 の 回 り で 回 転
可 能 で あ る チ ュ ー ブ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ル ー メ ン と 前 記 チ ュ ー ブ と が 相 互 に 対 し て ほ ぼ 直 角 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ が 前 端 と 、 閉 鎖 さ れ た 後 端 と 、 側 壁 と 、 前 記 前 端 か ら 前 記 後 端 よ り 前 方 の
点 ま で 延 在 し て い る 流 路 と 、 前 記 側 壁 に あ り 前 記 流 路 と 流 体 連 通 し て い る 孔 と を 含 む 形 状
と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ が 前 端 と 、 後 端 と 、 側 壁 と 、 前 記 前 端 か ら 前 記 後 端 を 通 し て 延 在 し て い る
流 路 と 、 前 記 側 壁 に あ り 前 記 流 路 と 流 体 連 通 し て い る 孔 と を 含 む 形 状 と さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 医 用 カ テ ー テ ル に 使 用 す る の に 良 く 適 し た ア ダ プ タ に お い て 、
（ ａ ） 第 １ 流 路 と 第 ２ の 流 路 と が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 流 路 と 前 記 第 ２ の 流 路 と が 相 互 に
流 体 連 通 し て お り 、 前 記 第 １ の 流 路 が 医 用 カ テ ー テ ル と 流 体 連 通 す る よ う に な っ て い る 体
部 と 、
（ ｂ ） 前 端 と 、 後 端 と 、 側 壁 と 、 前 記 前 端 か ら 後 方 へ 延 び る 空 洞 と 、 前 記 側 壁 に あ り 前 記
空 洞 と 流 体 連 通 し て い る 孔 と を 有 す る 心 棒 で あ っ て 、 前 記 体 部 の 第 ２ の 流 路 内 に 装 着 さ れ
、 前 記 心 棒 と 前 記 第 １ の 流 路 と が 前 記 孔 を 介 し て 相 互 に 流 体 連 通 し て い る 開 放 位 置 と 前 記
心 棒 と 前 記 第 １ の 流 路 と が 相 互 に 流 体 連 通 し て い な い 閉 鎖 位 置 と の 間 で 回 転 可 能 で あ る 心
棒 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 体 部 が 上 部 分 と 下 部 分 と を 含 む よ う な 形 状 と さ れ 、 前 記 上 部 分 が 前 記 下 部 分 の 頂 部
に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 下 部 分 が 全 体 的 に 筒 型 で あ り 、 チ ュ ー ブ 支 持 体 を 含 む よ う な 形 状 と さ れ 、 前 記 チ ュ
ー ブ 支 持 体 が 前 記 医 用 カ テ ー テ ル の 近 位 端 に 挿 入 可 能 で あ り 、 前 記 チ ュ ー ブ 支 持 体 が 前 記
第 １ の 流 路 の 少 な く と も 一 部 を 囲 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 流 路 が 前 記 上 部 分 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 流 路 が 前 記 上 部 分 の 前 端 か ら ア
ク セ ス で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 流 路 と 前 記 第 ２ の 流 路 と が 相 互 に 対 し て ほ ぼ 直 角 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 医 用 カ テ ー テ ル を 前 記 下 部 分 に 固 定 す る 手 段 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 前 記 医 用 カ テ ー テ ル と 前 記 下 部 分 と の 上 で 挿 入 可 能 で あ る リ ン グ 状 部 材
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ ン グ 状 部 材 に は そ の 外 面 か ら 半 径 方 向 内 方 に 延 在 す る く ぼ み が 設 け ら れ 、 前 記 ア
ダ プ タ が 前 記 く ぼ み 中 へ 挿 入 可 能 な ロ ッ ド を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載
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の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 下 部 分 が 更 に 前 記 チ ュ ー ブ 支 持 体 の 頂 部 に お い て 外 径 が 大 き く さ れ た 少 な く と も １
個 の 段 を 含 む 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 下 部 分 が 前 記 チ ュ ー ブ 支 持 体 の 頂 部 に お い て 外 径 が 大 き く さ れ た 上 下 の 段 を 含 む よ
う な 形 状 と さ れ 、 前 記 下 側 の 段 が 前 記 医 用 カ テ ー テ ル の 近 位 端 中 へ 挿 入 可 能 で あ り 、 前 記
上 側 の 段 が 外 側 に ね じ が 切 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 医 用 カ テ ー テ ル の 近 位 端 の 上 に 挿 入 可 能 で あ り 、 前 記 医 用 カ テ ー テ ル を 前 記 下 部 分
に 固 定 す る よ う に 前 記 上 側 の 段 と 係 合 可 能 で あ る ナ ッ ト で あ っ て 、 前 記 上 側 の 段 、 前 記 下
側 の 段 お よ び 前 記 チ ュ ー ブ 支 持 体 の 少 な く と も 一 部 に 適 合 す る 形 状 の 孔 を 有 し て い る ナ ッ
ト を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 下 部 分 が 前 記 第 １ の 流 路 の 少 な く と も 一 部 を 囲 む チ ュ ー ブ 支 持 体 を 含 む 形 状 と さ れ
、 前 記 チ ュ ー ブ 支 持 体 が 前 記 医 用 カ テ ー テ ル の 近 位 端 中 へ 挿 入 可 能 で あ り 、 か つ そ の 底 端
に 棘 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 上 部 分 が 砂 時 計 状 の 形 状 の 頂 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ア
ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 上 部 分 に よ っ て 遮 蔽 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 の 全 周 が 前 記 上 部 分 に よ っ て 遮 蔽 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ８ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ２ の 流 路 が 前 端 と 後 端 と を 有 し 、 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 が 前 記 第 ２ の 流 路 の 前 記 前
端 か ら 後 方 へ 離 隔 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 が そ の 外 側 に ね じ が 切 ら れ 、 対 応 す る ね じ を 切 っ た ス リ ー ブ と 係 合
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 が そ の 外 側 に ね じ が 切 ら れ 、 前 記 心 棒 の 空 洞 中 へ 挿 入 可 能 で あ る 医
用 ル ア ー を 囲 む 対 応 す る ね じ を 切 っ た ス リ ー ブ と 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に
記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 空 洞 が 医 用 ル ア ー を 受 け 入 れ る 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 側 壁 の 外 側 が 停 止 ブ ロ ッ ク を 含 む 形 状 と さ れ 、 前 記 第 ２ の 流 路 が 一 対 の
停 止 面 を 含 む 形 状 と さ れ 、 前 記 停 止 ブ ロ ッ ク が 前 記 開 放 位 置 と 閉 鎖 位 置 と の 間 の 前 記 心 棒
の 回 転 範 囲 を 制 限 す る よ う な 仕 方 で 前 記 停 止 面 と 係 合 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 体 部 に は 前 記 開 放 位 置 と 閉 鎖 位 置 と に お け る 前 記 停 止 ブ ロ ッ ク を 見 る こ と が で き る
窓 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 停 止 ブ ロ ッ ク の 位 置 を 前 記 開 放 位 置 お よ び 閉 鎖 位 置 に 相 関 さ せ る た め に 前 記 窓 の 近
傍 で 前 記 体 部 に 標 識 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
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【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 側 壁 の 外 側 が ス ナ ッ プ シ ー ル を 含 む 形 状 と さ れ 、 前 記 第 ２ の 流 路 が 溝 を
含 む 形 状 と さ れ 、 前 記 溝 が 前 記 第 ２ の 流 路 内 で 前 記 心 棒 を 長 手 方 向 に 適 所 に 保 持 す る た め
に 前 記 ス ナ ッ プ シ ー ル を 受 け 入 れ る 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の
ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 後 端 が 閉 鎖 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 心 棒 の 前 記 後 端 が 開 放 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ と チ ュ ー ブ 組 立 体 と の 組 み 合 わ せ で あ っ て 、 前 記 チ ュ ー ブ 組
立 体 が チ ュ ー ブ と コ ネ ク タ と を 含 み 、 前 記 コ ネ ク タ が 中 空 で あ り 、 近 位 端 と 遠 位 端 と を 有
し 、 前 記 近 位 端 が 流 体 連 通 す る よ う に 前 記 チ ュ ー ブ と 結 合 さ れ 、 前 記 遠 位 端 が 流 体 連 通 す
る よ う 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 と 適 合 し て 係 合 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る ア ダ プ タ と チ ュ ー
ブ 組 立 体 と の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 ２ の 流 路 が 前 端 を 有 し 、 前 記 心 棒 の 前 記 前 端 が 前 記 第 ２ の 流 路 の 前 端 か ら 後 方 に
離 隔 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 コ ネ ク タ の 前 記 遠 位 端 が 半 環 状 の 突 起 を 画 成 す る よ う な 形 状 と さ れ 、 前 記 心 棒 の 前 記
前 端 が 対 応 し た 半 環 状 の 突 起 を 画 成 す る よ う な 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ ０ に 記 載 の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 食 物 注 入 装 置 が 更 に 前 記 コ ネ ク タ の 周 り に 固 定 さ れ た Ｏ － リ ン グ を 含 み 、 前 記 第 ２
の 流 路 が 前 記 心 棒 と 前 記 コ ネ ク タ と の 係 合 を 維 持 す る た め に 前 記 Ｏ － リ ン グ を 受 け 入 れ る
寸 法 と さ れ た 溝 を 含 む よ う な 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 組 み
合 わ せ 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ と 注 射 器 と の 組 み 合 わ せ で あ っ て 、 前 記 注 射 器 が 内 部 カ ニ ュ
ー レ と そ の 遠 位 端 に お け る 内 側 に ね じ を 切 っ た 外 側 ス リ ー ブ と を 有 し 、 前 記 心 棒 の 前 記 前
端 が 前 記 の 内 側 に ね じ を 切 っ た 外 側 ス リ ー ブ と 係 合 す る よ う に 外 側 に ね じ が 切 ら れ 、 前 記
心 棒 の 前 記 空 洞 が 前 記 内 部 カ ニ ュ ー レ を 受 け 入 れ る 形 状 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア
ダ プ タ と 注 射 器 と の 組 み 合 わ せ 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 内 部 カ ニ ュ ー レ が 医 用 ル ア ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 組 み 合 わ
せ 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 近 位 端 と 遠 位 端 と を 有 す る 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ と 、 前 記 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 遠 位
端 に 固 定 さ れ た 内 部 ボ ル ス タ と 、 前 記 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 固 定 さ れ た 請 求 項
１ に 記 載 の ア ダ プ タ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 近 位 端 と 遠 位 端 と を 有 す る 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ と 、 該 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 遠 位 端
に 固 定 さ れ た 内 部 ボ ル ス タ と 、 前 記 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 固 定 さ れ た 請 求 項 ５
に 記 載 の ア ダ プ タ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の ア ダ プ タ と 、 排 出 カ テ ー テ ル と の 組 み 合 わ せ で あ っ て 、 前 記 排 出 カ テ
ー テ ル が 前 記 第 １ の 流 路 と 流 体 連 通 す る よ う に 前 記 体 部 に 結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 組 み 合 わ せ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー テ ル に 関 し 、 特 に
医 用 カ テ ー テ ル に 使 用 す る の に 良 く 適 し た 嵩 の 低 い （ ロ ー ・ プ ロ フ ィ ー ル 　 ｌ ｏ ｗ － ｐ ｒ
ｏ ｆ ｉ ｌ ｅ ） ア ダ プ タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 あ る 患 者 は 飲 み 込 み が で き な い た め 食 物 を 経 口 的 に 摂 取 す る こ と が で き な い 。 そ の よ う
に 飲 み 込 み が で き な い の は 、 例 え ば 食 道 が ん 、 神 経 障 害 な ど の 諸 々 の 理 由 に よ る も の で あ
り う る 。 そ の よ う な 患 者 に 対 し て 静 脈 を 介 し て 食 物 を 投 与 す る こ と は 短 期 的 に は 適 当 な 方
法 で は あ る が 、 長 期 的 に は 良 く 適 し て は い な い 。 従 っ て 、 そ の よ う な 患 者 に 対 し て 長 期 的
に 食 物 を 注 入 す る 最 も 一 般 的 な 方 法 は 、 胃 造 ろ う 術 、 す な わ ち 胃 と 上 腹 壁 と の 間 に 注 入 用
道 す な わ ち ス ト ー マ を 形 成 す る こ と に 関 わ る 。 そ し て 、 食 物 の 注 入 は 注 入 チ ュ ー ブ の 遠 位
端 を 胃 中 へ 延 在 さ せ 、 内 部 の 留 具 す な わ ち ボ ル ス タ （ 支 持 物 ） に よ っ て そ こ に 保 持 さ れ る
よ う に し 、 前 記 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 は 腹 壁 を 通 し て 延 在 さ せ て 、 注 入 用 道 中 へ 挿 入 済 み
の 注 入 チ ュ ー ブ を 通 し て 食 物 を 投 与 す る こ と に よ っ て 典 型 的 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 胃 造 ろ う 術 は 当 初 外 科 的 に 行 わ れ て き た が 、 現 在 で は 殆 ど の 胃 造 ろ う 術 は 経 皮 内 視 法 を
利 用 し て 行 わ れ て い る 。 経 皮 内 視 法 に よ る 胃 造 ろ う （ Ｐ Ｅ Ｇ ） 術 の 一 タ イ プ に お い て は 、
内 視 鏡 の 遠 位 端 が 患 者 の 口 に 挿 入 さ れ 、 食 道 を 通 過 し て 胃 中 へ 入 れ ら れ る 。 膨 張 に よ っ て
胃 を 拡 張 し た 後 、 腹 部 で の 入 口 箇 所 が 確 認 さ れ 、 切 開 を 行 う こ と が で き る 。 外 側 カ ニ ュ ー
レ を 備 え た 針 が 腹 壁 お よ び 胃 壁 を 横 切 っ て 前 記 入 口 箇 所 を 介 し て 挿 入 さ れ る 。 カ ニ ュ ー レ
を 適 所 に 保 持 し な が ら 、 次 い で 針 が 取 り 外 さ れ 、 可 撓 性 の ワ イ ヤ が カ ニ ュ ー レ を 通 し て 胃
中 へ 通 さ れ る 。 内 視 鏡 の 遠 位 端 か ら 係 蹄 ル ー プ が 延 ば さ れ る 。 次 い で 、 ワ イ ヤ を 掴 持 す る
た め に 内 視 鏡 の 係 蹄 ル ー プ が 使 用 さ れ 、 カ ニ ュ ー レ が 解 放 さ れ 、 内 視 鏡 お よ び ワ イ ヤ が 患
者 の 食 道 お よ び 口 を 通 し て 引 き 出 さ れ る 。 遠 位 端 が シ リ コ ン の ド ー ム 状 の 内 部 ボ ル ス タ に
取 り 付 け ら れ て い る シ リ コ ン の 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ が 次 い で ワ イ ヤ に 固 定 さ れ 、 内 部 ボ
ル ス タ が 胃 壁 と 係 合 し 、 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 を 腹 壁 か ら 約 ３ ０ セ ン チ メ ー ト ル （ １ フ ィ
ー ト ） を 越 え た と こ ろ ま で 延 ば し た 状 態 で 注 入 チ ュ ー ブ が 胃 壁 お よ び 腹 部 壁 を 通 し て 延 在
す る ま で そ の 近 位 端 か ら 、 食 道 を 介 し て 胃 中 へ 引 っ 張 ら れ る 。 （ 注 入 チ ュ ー ブ の 埋 設 に 続
く 数 日 の 期 間 で 、 胃 壁 と 腹 壁 と の 間 の 注 入 チ ュ ー ブ の 周 り で 安 定 し た ス ト ー マ （ ｓ ｔ ｏ ｍ
ａ ） （ 開 口 部 ） の 道 が 形 成 さ れ る 。 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 胃 壁 に 対 し て 適 所 に 内 部 ボ ル ス タ を 位 置 さ せ る こ と に よ り 、 ス ト ー マ の 道 内 で の 注 入 チ
ュ ー ブ の 長 手 方 向 運 動 を 阻 止 す る た め に 外 部 ボ ル ス タ が 典 型 的 に は 腹 部 と 係 合 す る よ う に
注 入 チ ュ ー ブ に 固 定 さ れ る 。 更 に 、 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 が そ こ を 通 し て 分 配 さ れ る
一 対 の コ ネ ク タ チ ッ プ を 受 け 入 れ る よ う に さ れ て い る 「 Ｙ － ポ ー ト 」 ア ダ プ タ が 典 型 的 に
注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ る 。 更 に 、 注 入 チ ュ ー ブ が 使 用 さ れ て い な い と き 、
胃 液 が 該 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 を 通 し て 逃 げ る の を 阻 止 す る た め に 外 部 ボ ル ス タ と Ｙ － ポ
ー ト ア ダ プ タ と の 間 の 点 に お い て 着 脱 可 能 な ロ ッ キ ン グ ク リ ッ プ が 典 型 的 に 注 入 チ ュ ー ブ
に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 経 皮 内 視 法 に よ る 胃 造 ろ う 術 を 利 用 し て 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を 埋 設 す る 代 替 的 な 技 術
が １ ９ ９ ２ 年 ５ 月 １ ２ 日 発 行 さ れ た 、 発 明 者 グ ロ ー ブ （ Ｇ ｒ ｏ ｂ ｅ ） へ の 米 国 特 許 第 ５ ，
１ １ ２ ， ３ １ ０ 号 お よ び １ ９ ９ ２ 年 １ ２ 月 １ 日 発 行 さ れ た 、 発 明 者 ク レ ッ グ 他 （ Ｃ ｌ ｅ ｇ
ｇ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ） へ の 米 国 特 許 第 ５ ， １ ５ ７ ， ６ ２ ７ 号 に 開 示 さ れ て お り 、 双 方 の 特 許 共
参 考 の た め に 本 明 細 書 に 含 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， １ １ ２ ， ３ １ ０ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ， １ ６ ７ ， ６ ２ ７ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ４ ４ ， ７ ３ ２ 号
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【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ６ ３ ， ４ ３ ８ 号
【 特 許 文 献 ５ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ２ ０ ， ７ ３ ４ 号
【 特 許 文 献 ６ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ４ ９ ， ６ ５ ７ 号
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 し た タ イ プ の 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ は 所 期 の 目 的 に 対 し て 首 尾 よ く 作 用 す る が 、 元
気 な 多 く の 患 者 は 外 部 へ 延 び る 概 ね ３ ０ セ ン チ メ ー ト ル （ １ フ ィ ー ト ） の 長 さ の チ ュ ー ブ
は 煩 わ し く 、 隠 す の が 難 し く 、 そ し て 偶 発 的 に 引 っ 張 ら れ る の が 気 に な り 易 い と 思 う こ と
が あ る 。 直 ち に 認 め ら れ う る よ う に 、 こ れ ら の 状 態 は 患 者 に 対 す る 身 体 的 お よ び （ ま た は
） 心 理 学 的 な 外 傷 の 潜 在 的 な 原 因 で あ る 。 そ の 結 果 、 最 初 に 埋 設 し た 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー
ブ を 取 り 外 し た 後 ス ト ー マ 道 内 に 埋 設 す る た め の 各 種 の 嵩 の 低 い 交 換 チ ュ ー ブ 組 立 体 （ 当
該 技 術 分 野 に お い て は ロ ー ・ プ ロ フ ィ ー ル （ 嵩 の 低 い ） 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 と も 称 さ れ て い る
） が 設 計 さ れ て き た 。 そ の よ う な 交 換 組 立 体 は 前 述 し た 初 期 に 埋 設 し た 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ
ー ブ 組 立 体 よ り も 外 見 は か な り コ ン パ ク ト で あ る の で 、 「 嵩 が 低 い （ ロ ー ・ プ ロ フ ィ ー ル
） 」 で あ る と 称 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 例 が １ ９ ９ ０ 年 ７ 月 ３ １ 日 に 発 行 さ れ た 、 発 明 者 ラ ッ ソ （ Ｒ
ｕ ｓ ｓ ｏ ） へ の 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ４ ４ ， ７ ３ ２ 号 に 開 示 さ れ て お り 、 該 特 許 は 参 考 の た め
に 本 明 細 書 に 含 め て い る 。 前 記 特 許 の 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 は 、 少 な く と も １ 個 の 側 方
貫 通 開 口 を 有 す る 変 形 可 能 で 、 円 錐 形 の チ ッ プ 部 分 と 、 該 チ ッ プ 部 分 か ら 後 方 に 延 在 し て
い る チ ュ ー ブ 部 分 と 、 該 チ ュ ー ブ 部 分 の 後 端 に あ る 装 嵌 部 分 と 、 該 装 嵌 部 分 に お け る 取 り
外 し 可 能 な 弁 部 分 と 、 前 記 装 嵌 部 分 か ら 外 方 へ 延 在 し て い る フ ラ ン ジ 部 分 と を 含 む 。 前 記
装 置 は 、 前 記 チ ッ プ 部 分 を 患 者 の 胃 に 位 置 さ せ 、 前 記 装 嵌 部 分 と フ ラ ン ジ 部 分 と を ス ト ー
マ 近 傍 の 患 者 の 皮 膚 と 係 合 さ せ て 、 前 記 チ ュ ー ブ 部 分 が 予 め 設 定 し た ス ト ー マ を 貫 通 す る
よ う に 患 者 に 設 置 さ れ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 の 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 変 形 可 能 な チ ッ プ 部 分 は 関 連 の チ ュ ー ブ 部 分 を 患 者 の
胃 に お い て 係 止 さ せ る 内 部 ボ ル ス タ と し て 機 能 す る 。 前 述 の チ ュ ー ブ 部 分 を 患 者 の 胃 に 埋
設 し た り 、 お よ び （ ま た は ） そ こ か ら 取 り 外 す た め に 、 典 型 的 に は 栓 子 あ る い は 類 似 の 装
置 が 前 記 チ ュ ー ブ 部 分 を 通 し て 挿 入 さ れ 、 チ ッ プ 部 分 が ス ト ー マ を 通 し て 装 嵌 で き る よ う
に す る 要 領 で チ ッ プ 部 分 を 伸 張 さ せ た り 、 あ る い は 変 形 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 。 次 い で
、 チ ッ プ 部 分 か ら 栓 子 を 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 チ ッ プ が 原 状 の 形 に 拡 張 し 係 止 で き る よ
う に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 別 の タ イ プ は 、 患 者 の 胃 内 に お い て 関 連 の チ ュ ー ブ の 遠 位 端
を 保 持 す る 内 部 ボ ル ス タ と し て 、 変 形 可 能 な チ ッ プ 部 分 の 代 わ り に 膨 ら ま せ 可 能 な バ ル ー
ン を 使 用 し て い る 。 患 者 に そ の よ う な 装 置 を 埋 設 す る た め に 、 膨 ら ま せ 可 能 な バ ル ー ン が
凹 ま さ れ 、 チ ュ ー ブ 部 分 の 遠 位 端 が ス ト ー マ を 通 し て 挿 入 さ れ 、 次 い で バ ル ー ン が 膨 ら ま
さ れ る 。 埋 設 さ れ た 装 置 を 患 者 か ら 取 り 外 す に は 、 バ ル ー ン が 凹 ま さ れ 、 次 い で 、 チ ュ ー
ブ が ス ト ー マ か ら 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 更 に 別 の 例 が １ ９ ８ ９ 年 ９ 月 ５ 日 発 行 さ れ た 、 発 明 者 ガ ウ ダ
ラ ー 他 （ Ｇ ａ ｕ ｄ ｅ ｒ ｅ ｒ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ） へ の 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ６ ３ ， ４ ３ ８ 号 お よ び １
９ ９ ８ 年 ２ 月 ２ ４ 日 発 行 さ れ た 、 発 明 者 コ ペ ン ハ ー バ ー 他 （ Ｃ ｏ ｐ ｅ ｎ ｈ ａ ｖ ｅ ｒ 　 ｅ ｔ
　 ａ ｌ ） へ の 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ２ ０ ， ７ ３ ４ 号 に 開 示 さ れ て お り 、 双 方 の 特 許 共 参 考 の た
め に 本 明 細 書 に 含 め て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 の 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 は 初 期 に 埋 設 さ れ た 胃 造 ろ う チ ュ ー ブ 組 立 体 よ り も 厄 介
で な く 、 か つ 嵩 高 く な い が 、 そ の よ う な 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 を 使 用 し て も そ れ 独 自 の
諸 欠 点 か ら 免 れ な い 。 そ の よ う な 欠 点 の 一 つ は 前 記 の 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 を 埋 設 す る
に は 、 先 行 し て そ の 前 に 初 期 に 埋 設 し た 胃 造 ろ う チ ュ ー ブ を 除 去 す る 必 要 が あ る こ と で あ
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る 。 そ の よ う な 除 去 に は 、 典 型 的 に は 内 部 ボ ル ス タ が 壊 さ れ 、 ス ト ー ナ を 通 し て 引 っ 張 り
出 さ れ る ま で 胃 造 ろ う チ ュ ー ブ の 近 位 端 を 引 っ 張 る こ と を 伴 う 。 容 易 に 認 め ら れ う る よ う
に 、 そ の よ う な 手 順 は 患 者 に と っ て 極 め て 痛 み が 伴 い 、 結 果 的 に ス ト ー マ を 損 傷 さ せ 、 そ
の た め 交 換 装 置 を 埋 設 す る こ と が で き る 時 間 が 遅 れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 多 く の 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 別 の 欠 点 は 、 （ 最 も 一 般 的 に は 、 内 部 の 係 止 機 構 が 故
障 す る と か 、 あ る い は 弁 機 構 が 詰 ま る か 、 あ る い は そ の 他 の 故 障 の た め に ） 初 期 に 埋 設 し
た 胃 造 ろ う チ ュ ー ブ 組 立 体 よ り も 典 型 的 に 長 持 ち せ ず 、 従 っ て 、 初 期 埋 設 の 胃 造 ろ う チ ュ
ー ブ 組 立 体 の 場 合 よ り も 頻 繁 に 交 換 す る 必 要 が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 多 く の 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 更 に 別 の 欠 点 は そ の よ う な 装 置 は 典 型 的 に 長 さ が 調 節
で き な い こ と で あ る 。 こ の こ と は 、 患 者 毎 に ス ト ー マ の 長 さ が 目 立 っ て 変 動 す る こ と が 頻
繁 に あ る た め 問 題 と な り う る 。 そ の 結 果 、 典 型 的 に は 初 期 埋 設 の チ ュ ー ブ を 除 去 し た 後 、
か つ 交 換 装 置 を 埋 設 す る 前 に 、 ス ト ー マ の 長 さ を 測 定 し 、 適 当 な 長 さ を 有 す る 交 換 装 置 を
選 択 す る 必 要 あ る 。 容 易 に 認 め ら れ う る よ う に 、 こ の 方 法 は 各 種 長 さ の 交 換 装 置 を 在 庫 し
て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 嵩 の 低 い 交 換 Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 の 前 述 の 欠 点 を 排 除 し 、 一 方 同 時 に 著 し い 長 さ が 外 方 へ 延 在 す
る 胃 造 ろ う チ ュ ー ブ を 有 す る こ と に 関 わ る 前 述 の 問 題 を 排 除 す る た め に 初 期 埋 設 の 胃 造 ろ
う チ ュ ー ブ を 嵩 の 低 い Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 に 変 換 す る た め に 使 用 す る よ う 設 計 さ れ た 多 数 の ア ダ プ
タ が 最 近 考 案 さ れ て き た 。 そ の よ う な ア ダ プ タ の 一 つ が 、 参 考 の た め に 本 明 細 書 に 含 め て
い る 、 １ ９ ９ ６ 年 ８ 月 ２ ７ 日 発 行 さ れ た 、 発 明 者 ス タ ー ン 他 （ Ｓ ｔ ｅ ｒ ｎ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ）
へ の 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ４ ９ ， ６ ５ ７ 号 に 開 示 さ れ て い る 。 前 記 特 許 に よ る と 、 従 来 の 内 視
法 に よ っ て 挿 入 さ れ 、 外 科 医 に よ っ て 所 望 の 長 さ に 切 断 さ れ た 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使
用 す る よ う に 設 計 さ れ た ア ダ プ タ が 開 示 さ れ て い る 。 前 記 ア ダ プ タ は 注 入 チ ュ ー ブ の 開 放
端 に 詰 め 込 み う る 心 棒 を 有 す る 抗 還 流 弁 （ ａ ｎ ｔ ｉ － ｒ ｅ ｆ ｌ ｕ ｘ 　 ｖ ａ ｌ ｕ ｅ ） 組 立 体
を 含 む と い わ れ て い る 。 前 記 弁 組 立 体 は 胃 の 内 容 物 の 還 流 は 阻 止 す る が 、 注 入 チ ュ ー ブ へ
の 注 入 溶 液 の 導 入 は 許 容 す る 一 方 弁 と し て 機 能 す る シ ー ル を 内 蔵 し て い る と い わ れ る 。 注
入 チ ュ ー ブ と 弁 の 心 棒 の 周 り に は ク ラ ン プ が 位 置 さ れ 、 患 者 の 皮 膚 と 面 一 と な る 位 置 に お
い て 弁 組 立 体 を 注 入 チ ュ ー ブ に 固 定 す る よ う 適 所 に ロ ッ ク さ れ る 。 ク ラ ン プ に よ っ て 起 因
す る 皮 膚 の 刺 激 か ら 患 者 を 保 護 し 、 ま た ク ラ ン プ と 弁 組 立 体 と を 汚 損 か ら 保 護 す る た め に
ク ラ ン プ の 回 り に シ リ コ ン の カ バ ー が 置 か れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 述 の ア ダ プ タ は 前 述 し た 問 題 の あ る も の を 都 合 よ く 処 理 し て い る が 、 本 発 明 の 発 明 者
は そ れ ら に は あ る 欠 点 が 関 連 し て い る こ と を 認 識 し た 。 そ の よ う な 欠 点 の 一 つ は 前 記 ア ダ
プ タ の 弁 組 立 体 が 、 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 を 投 与 す る た め に カ ニ ュ ー レ が 典 型 的 に そ
こ を 通 し て 挿 入 さ れ る Ｙ 字 形 の ス ロ ッ ト 有 す る シ リ コ ン の ガ ス ケ ッ ト の 使 用 に 依 存 し て い
る こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う な シ リ コ ン の ガ ス ケ ッ ト は 、 そ こ を 通 し て カ ニ ュ
ー レ を 繰 り 返 し 挿 入 し た 後 で は 裂 け る か 、 あ る い は 一 方 弁 と し て 安 定 し て 作 用 し な く な る
傾 向 が あ る 。 そ の 結 果 、 ア ダ プ タ は 一 旦 接 続 さ れ る と 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ か ら 簡 単 に
外 す こ と が で き な い た め 、 磨 り 減 っ た ア ダ プ タ を 交 換 す る に は 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ も 取
り 外 し 、 交 換 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 述 の ア ダ プ タ に 関 わ る 別 の 欠 点 は 、 流 体 が そ こ を 通 過 し う る 比 較 的 小 さ い ル ー メ ン を
保 有 し て い る こ と で あ る 。 さ ら に 、 そ の 作 動 態 様 の た め 、 弁 が 時 間 の 経 過 と と も に 詰 ま り
、 流 体 の 流 れ を 更 に 抑 制 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 述 の ア ダ プ タ に 関 わ る 更 に 別 の 欠 点 は 、 ク ラ ン プ の 雄 部 分 と 雌 部 分 と が 接 合 さ れ る 点
に お い て 前 記 ア ダ プ タ の ク ラ ン プ が 胃 造 ろ う チ ュ ー ブ の 近 位 端 を つ ま む 傾 向 が あ る こ と で
あ る 。 そ の よ う に つ ま む こ と は 、 時 間 の 経 過 と と も に チ ュ ー ブ を 引 き 裂 く 傾 向 が あ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 例 え ば 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー テ ル に 使 用 す る よ う
に 設 計 さ れ た 新 規 な 嵩 の 低 い ア ダ プ タ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る と 、 全 体 的 に Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 に 関 し
て 、 そ し て 特 に 嵩 の 低 い Ｐ Ｅ Ｇ ア ダ プ タ に 関 し て 前 述 し た 欠 点 の 少 な く と も あ る も の を 克
服 す る 、 前 述 し た よ う な 嵩 の 低 い ア ダ プ タ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 一 局 面 に よ れ ば 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー テ
ル に 使 用 す る の に 良 く 適 し た ア ダ プ タ で あ っ て 、 （ ａ ） 医 用 カ テ ー テ ル と 流 体 連 通 す る よ
う に さ れ た ル ー メ ン と 、 （ ｂ ） 外 部 の 導 管 と 流 体 連 通 す る よ う に さ れ た チ ュ ー ブ で あ っ て
、 該 チ ュ ー ブ が 前 記 ル ー メ ン と 流 体 連 通 し て い る 開 放 位 置 と 、 前 記 チ ュ ー ブ が 前 記 ル ー メ
ン と 流 体 連 通 し て い な い 閉 鎖 位 置 と の 間 で 長 手 方 向 軸 線 の 周 り で 回 転 可 能 で あ る チ ュ ー ブ
と を 含 む ア ダ プ タ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 局 面 に よ れ ば 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー テ ル に 使
用 す る の に 良 く 適 し た ア ダ プ タ で あ っ て 、 （ ａ ） 第 １ の 流 路 と 第 ２ 流 路 と を 備 え た 体 部 で
あ っ て 、 前 記 第 １ の 流 路 と 第 ２ の 流 路 と が 相 互 に 流 体 連 通 し て お り 、 前 記 第 １ の 流 路 が 医
用 カ テ ー テ ル と 流 体 連 通 し て い る 体 部 と 、 （ ｂ ） 前 端 と 、 後 端 と 、 側 壁 と 、 前 記 前 端 か ら
後 方 へ 延 び て い る 空 洞 と 、 前 記 空 洞 と 流 体 連 通 し て い る 前 記 側 壁 に お け る 孔 と を 有 す る 心
棒 で あ っ て 、 前 記 体 部 の 前 記 第 ２ の 流 路 内 に 装 着 さ れ 、 前 記 心 棒 と 前 記 第 １ の 流 路 と が 前
記 の 孔 を 介 し て 流 体 連 通 し て い る 開 放 位 置 と 前 記 心 棒 と 前 記 第 １ の 流 路 と が 相 互 に 流 体 連
通 し て い な い 閉 鎖 位 置 と の 間 で 回 転 可 能 で あ る 心 棒 と を 含 む ア ダ プ タ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 適 実 施 例 に お い て 、 ア ダ プ タ は 下 部 分 と 上 部 分 と を 有 す る 体 部 を 含 む 。 第 １ の 流 路 が
前 記 下 部 分 に 設 け ら れ 、 第 ２ の 流 路 が 前 記 上 部 分 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 流
路 が 相 互 に 対 し て 垂 直 で あ り 、 か つ 流 体 連 通 し て い る 。 全 体 的 に 筒 型 の 心 棒 が 第 ２ の 流 路
内 に お い て 共 軸 線 関 係 で 位 置 さ れ て お り 、 該 心 棒 は 長 手 方 向 軸 線 の 周 り で 回 転 可 能 に 装 着
さ れ て い る 。 前 記 心 棒 は 中 空 で あ り 、 開 放 し た 前 端 と 、 閉 鎖 し た 後 端 と 、 側 壁 に お け る 孔
と を 有 し 、 前 記 孔 は 前 記 第 １ の 流 路 に 対 し て 回 転 可 能 に 整 合 可 能 で あ る 。 前 記 第 １ の 流 路
に 対 す る 前 記 孔 の 回 転 方 向 の 整 合 を 促 進 す る た め に 、 前 記 第 ２ の 流 路 内 に 位 置 し た 面 と 係
合 可 能 な 停 止 部 材 が 前 記 心 棒 の 外 部 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 心 棒 の 前 端 は 該 心 棒 の 望 ま し
く な い 回 転 を 阻 止 す る た め に 前 記 第 ２ の 流 路 の 前 端 に 対 し て 相 対 的 に 奥 ま っ て い る 。 前 記
心 棒 の 前 端 に は 外 側 ね じ が 形 成 さ れ て い る 。 閉 鎖 位 置 か ら 開 放 位 置 へ の 前 記 心 棒 の 回 転 は
、 該 心 棒 の 前 端 に あ る 外 側 ね じ と 相 互 に 係 合 す る 内 側 に ね じ を 切 っ た 部 材 を 前 記 心 棒 の 前
端 に ね じ こ む こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 が 体 部 の 下 部 分 に
挿 入 さ れ 、 ナ ッ ト に よ っ て 該 体 部 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 直 ち に 認 め ら れ う る よ う に 、 前 述 の ア ダ プ タ は 嵩 の 低 い ア ダ プ タ で あ る と し て 説 明 さ れ
て い る が 、 そ の よ う な ア ダ プ タ は ま た 、 数 イ ン チ 外 方 へ 延 在 す る 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ
ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー テ ル に 使 用 す る の に も 適 し て い る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ る ア ダ
プ タ は 嵩 の 低 い ア ダ プ タ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は ま た 、 近 位 端 と 遠 位 端 と を 有 す る 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ と 、 該 胃 造 ろ う 注 入 チ
ュ ー ブ の 遠 位 端 に 固 定 さ れ た 内 部 ボ ル ス タ と 、 前 記 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 固 定
さ れ た 、 前 述 の タ イ プ の ア ダ プ タ と か ら な る Ｐ Ｅ Ｇ 装 置 も 指 向 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 本 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 に 対 し て 、 「 頂 部 」 、 「 底 部 」 、 「 上 部 」 、 「 下 部 」 の
よ う な 関 連 用 語 は 、 本 発 明 が 患 者 か ら 上 方 へ 延 び て い る カ テ ー テ ル に 固 定 さ れ る こ と に 関
連 し て 本 発 明 を 説 明 す る た め に 使 用 さ れ て い る 。 患 者 の 向 き を 変 え る こ と に よ っ て カ テ ー
テ ル が 上 方 以 外 の 方 向 に 外 方 へ 延 在 す れ ば 、 本 発 明 の 方 向 性 に つ い て の 対 応 す る 説 明 も そ
の よ う に 調 整 す る 必 要 が あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 、 特 徴 、 局 面 お よ び 利 点 に つ い て は 部 分 的 に 以 下 の 説 明 に お い て 記 載
さ れ て お り 、 部 分 的 に は 、 説 明 か ら 明 ら か と な り 、 あ る い は 本 発 明 を 実 施 す る こ と に よ っ
て 教 示 さ れ う る 。 説 明 に お い て 、 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 し 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 特 定
の 実 施 例 が 例 示 さ れ て い る 添 付 図 面 を 参 照 す る 。 こ れ ら の 実 施 例 は 当 該 技 術 分 野 の 専 門 家
が 本 発 明 を 実 施 で き る よ う に す る に 十 分 詳 細 に 説 明 さ れ て お り 、 そ の 他 の 実 施 例 も 利 用 す
る こ と が 可 能 で あ る こ と 、 お よ び 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 構 造 的 な 変 更 を 行 う
こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 従 っ て 、 以 下 の 詳 細 説 明 は 限 定 的 な 意 味 で 理
解 す べ き で な く 、 本 発 明 の 範 囲 は 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 最 良 に 定 義 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ 、 そ の 一 部 を 構 成 す る 添 付 図 面 は 本 発 明 の 好 適 実 施 例 を 示 し 、 そ
の 説 明 と 共 に 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る の に 供 す る 。 図 面 に お い て 同 じ 参 照 番 号 は 同 じ 部 材
を 表 わ す 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ か ら 図 ５ ま で を 参 照 す れ ば 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー テ ル
に 使 用 す る 、 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の 低 い ア ダ プ タ で あ っ て 、 全 体 的 に 参 照
番 号 １ １ で 指 示 す る 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 １ の 実 施 例 の 諸 々 の 図 面 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ア ダ プ タ １ １ は 体 部 １ ３ を 含 む 。 成 形 さ れ た 医 用 等 級 の プ ラ ス チ ッ ク か ら つ く ら れ る こ
と が 好 ま し い 体 部 １ ３ は 下 部 分 １ ５ と 上 部 分 １ ７ と を 含 む 形 状 と さ れ た 一 体 部 材 で あ り 、
下 部 分 １ ５ は 全 体 的 に 垂 直 に 延 び 、 上 部 分 １ ７ は 全 体 的 に 水 平 方 向 に 延 び 、 下 部 分 １ ５ の
上 方 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 全 体 的 に 筒 型 で あ る 下 部 分 １ ５ は 、 チ ュ ー ブ 支 持 体 １ ９ と 、 該 支 持 体 １ ９ の 頂 端 部 に お
い て 外 径 が 大 き く な っ て い る 一 対 の 段 ２ １ お よ び ２ ３ と を 画 成 す る よ う な 形 状 と さ れ て い
る 。 （ 本 実 施 例 に お い て は 、 ２ 個 の 段 ２ １ お よ び ２ ３ が 示 さ れ て い る が 、 前 記 支 持 体 １ ９
の 頂 端 に お い て ２ 個 以 上 あ る い は ２ 個 以 下 の 段 を 形 成 し て も よ い こ と は 容 易 に 認 め る こ と
が で き る 。 ） 円 形 断 面 の ル ー メ ン ２ ５ が 前 記 支 持 体 １ ９ お よ び 段 ２ １ ， ２ ３ を 長 手 方 向 に
貫 通 し て お り 、 以 下 明 ら か に な る 理 由 か ら 上 部 分 １ ７ 中 へ 短 い 距 離 延 在 し 続 け て い る 。 図
２ お よ び 図 ５ か ら 最 良 に 判 る よ う に 、 チ ュ ー ブ 支 持 体 １ ９ と 段 ２ １ と は 、 胃 造 ろ う 注 入 チ
ュ ー ブ Ｇ Ｔ が そ の 上 に 挿 入 さ れ う る の に 適 当 な 寸 法 と さ れ て い る 。 ま た 、 以 下 明 ら か と な
る 理 由 か ら 、 段 ２ ３ に は 外 部 ね じ ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 か ら 見 れ ば 、 操 作 者 の 親 指 と 人 差 し 指 と で 掴 み や す く す る た め に 砂 時 計 状 の 形 状 を 有
し て い る 上 部 分 １ ７ に は 、 前 記 上 部 分 １ ７ の 前 端 ３ ３ か ら 該 上 部 分 １ ７ の 後 端 ３ ５ よ り 前
の 点 ま で 後 方 に 延 在 し て い る 流 路 が 設 け ら れ て お り 、 該 流 路 は 前 部 分 ３ ７ と 、 中 間 部 分 ３
９ と 、 後 部 分 ４ １ と を 含 む よ う な 形 状 と さ れ て い る 。 前 記 前 部 分 ３ ７ は 横 断 面 が 長 方 形 で
あ り 、 前 記 上 部 分 １ ７ の 前 端 ３ ３ 内 で 中 央 部 を 占 め 、 そ の た め 前 記 前 部 分 ３ ７ を そ の 四 方
全 て の 側 部 で 囲 む 長 方 形 の 遮 蔽 体 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 全 体 の 横 断 面 積 に お い て 前 記 前
部 分 １ ７ よ り も 小 さ い 中 間 部 分 ３ ９ が 前 記 遮 蔽 体 ４ ３ の そ れ ぞ れ 左 右 の 側 ４ ３ － １ お よ び
４ ３ － ２ の 間 で 等 距 離 離 隔 さ れ て お り 、 左 側 ４ ５ 、 右 側 ４ ７ 、 底 部 お よ び 開 放 し た 頂 部 を
画 成 す る よ う な 形 状 と さ れ て お り 、 前 記 の 開 放 し た 頂 部 は 前 記 上 部 分 １ ７ の 頂 部 ５ １ を 貫
通 し て い て 以 下 明 ら か に な る 理 由 か ら 窓 ５ ３ と し て 作 用 す る 。 前 記 中 間 部 分 ３ ９ の 底 部 は
両 側 で 停 止 面 ５ ５ お よ び ５ ７ が 並 置 し た 半 円 形 溝 ４ ９ を 含 む よ う な 形 状 と さ れ て お り 、 前
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記 溝 ４ ９ お よ び 停 止 面 ５ ５ ， ５ ７ の 機 能 に つ い て も 以 下 明 ら か と な る 。 前 記 上 部 分 １ ７ の
流 路 の 後 部 分 ４ １ は 全 体 的 に 円 筒 形 で あ り 、 該 後 部 分 ４ １ の 底 半 分 は 前 記 溝 ４ ９ と 整 合 し
、 か つ 適 合 す る 寸 法 と さ れ て い る 。 横 断 面 積 が 大 き く さ れ た 溝 ５ ９ が 前 記 後 部 分 ４ １ 内 で
そ の 前 端 の 近 傍 に 形 成 さ れ て い る が 、 そ の 溝 ５ ９ の 機 能 に つ い て は 以 下 説 明 す る 。 前 記 後
部 分 ４ １ は 以 下 明 ら か と な る 理 由 か ら ル ー メ ン ２ ５ と 流 体 連 通 し て お り 、 前 記 後 部 分 ４ １
の 後 端 ６ １ は ル ー メ ン ２ ５ を 丁 度 越 え た と こ ろ ま で 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ア ダ プ タ １ １ は ま た 、 （ 図 ６ に お い て 個 別 に 示 す ） 細 長 い チ ュ ー ブ す な わ ち 心 棒 ７ １ を
含 み 、 該 心 棒 ７ １ は 前 記 上 部 分 １ ７ の 前 記 流 路 内 で 長 手 方 向 軸 線 の 周 り を 回 転 可 能 に 装 着
さ れ て い る 。 医 用 等 級 の 成 形 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク で つ く ら れ る こ と が 好 ま し い 心 棒 ７ １ は
全 体 的 に 筒 型 の 一 体 部 材 で あ り 、 前 端 ７ ３ 、 後 端 ７ ５ お よ び 側 壁 ７ ７ を 含 む よ う な 形 状 と
さ れ て い る 。 心 棒 ７ １ は 後 端 ７ ５ を 前 記 上 部 分 １ ７ の 後 端 ６ １ に 対 し て 面 一 と す る と 前 端
７ ３ が 前 記 上 部 分 １ ７ の 前 端 に 対 し て 相 対 的 に 後 方 へ 離 隔 す る よ う な 寸 法 と さ れ て い る 。
前 端 ７ ３ は 半 径 方 向 外 方 へ 延 び た カ ラ ー を 画 成 す る よ う な 形 状 と さ れ て い る 。 以 下 明 ら か
と な る 理 由 か ら ね じ ７ ９ が 前 記 前 端 ７ ３ の 外 周 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 心 棒 ７ １ に は 流 路
が 形 成 さ れ て お り 、 該 流 路 は 前 部 分 ８ １ お よ び 後 部 分 ８ ３ を 含 む 。 前 記 前 部 分 ８ １ は 前 記
前 端 ７ ３ か ら 短 い 距 離 だ け 後 方 へ 延 び て お り 、 医 用 ル ア ー （ ｌ ｕ ｅ ｒ ） を 適 合 し て 受 け 入
れ る よ う に 前 端 ７ ３ か ら 内 方 に テ ー パ が つ け ら れ て い る 。 全 体 的 に 筒 型 で あ る 後 部 分 ８ ３
は 前 部 分 ８ １ か ら 後 端 ７ ５ の 直 前 の 点 ま で 後 方 に 延 在 し て い る 。 後 部 分 ８ ３ に ア ク セ ス す
る た め の 孔 ８ ５ が 側 壁 ７ ７ に 形 成 さ れ て お り 、 該 孔 ８ ５ は 心 棒 ７ １ の 回 転 位 置 に 応 じ て ル
ー メ ン ２ ５ と 整 合 可 能 で あ る 。 前 記 停 止 面 ５ ５ お よ び ５ ７ と 係 合 す る こ と に よ り 心 棒 ７ １
の 回 転 を 制 限 す る 停 止 ブ ロ ッ ク ８ ７ が 前 記 側 壁 ７ ７ の 外 面 に 形 成 さ れ て い る 。 環 状 の ス ナ
ッ プ シ ー ル ８ ９ が 前 記 側 壁 ７ ７ の 外 面 に 形 成 さ れ て お り 、 該 ス ナ ッ プ シ ー ル ８ ９ は 前 記 上
部 分 １ ７ 内 で 心 棒 ７ １ を 長 手 方 向 に 適 所 に 保 持 す る よ う 溝 ５ ９ に 装 嵌 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ア ダ プ タ １ １ は 更 に 、 リ ン グ 状 部 材 、 す な わ ち ナ ッ ト ９ １ を 含 み 、 該 ナ ッ ト ９ １ は 胃 造
ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の た め の 外 部 ボ ル ス タ と し て 作 用 し 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を 体 部 １ ３
に 固 定 す る た め に 使 用 さ れ る 。 医 用 等 級 の 成 形 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク か ら つ く ら れ る こ と が
好 ま し い ナ ッ ト ９ １ は 、 頂 面 ９ ３ 、 底 面 ９ ５ 、 外 面 ９ ７ お よ び 中 央 孔 を 含 む 全 体 的 に 環 状
の 一 体 部 材 で あ る 。 前 記 中 央 孔 は 下 部 分 ９ ９ 、 中 間 部 分 １ ０ １ お よ び 上 部 分 １ ０ ３ を 含 む
形 状 と さ れ て い る 。 下 部 分 ９ ９ は チ ュ ー ブ 支 持 体 １ ９ と 、 そ の 上 に 挿 入 さ れ た 胃 造 ろ う 注
入 チ ュ ー ブ と を し っ か り と 受 け 入 れ る の に 適 当 な 寸 法 と さ れ て い る 。 中 間 部 分 １ ０ １ は 段
２ １ と 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ Ｇ Ｔ の 近 位 端 と を し っ か り と 受 け 入 れ る の に 適 当 な 寸 法 と さ
れ て い る 。 上 部 分 １ ０ ３ は 段 ２ ３ を し っ か り と 受 け 入 れ る の に 適 当 な 寸 法 と さ れ て お り 、
段 ２ ３ の 外 側 ね じ ２ ７ と 適 合 す る 内 側 ね じ １ ０ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 嵩 の 高 い （ ハ イ ・ プ ロ フ ィ ー ル ） 胃 造 ろ う 注 入 組 立 体 を ア ダ プ タ １ １ を 使 用 し て 嵩 の 低
い 組 立 体 に 変 換 す る に は 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 が 患 者 の 胃 に 位 置 さ れ 、 該 チ ュ
ー ブ の 近 位 端 を 数 イ ン チ の 距 離 だ け 外 方 へ 延 び る よ う に し て 内 部 ボ ル ス タ を 使 用 し て 胃 内
に 保 定 さ せ る よ う に 前 述 し た 要 領 で 医 師 に よ っ て 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ が 患 者 に 埋 設 さ れ
る 。 医 師 （ あ る い は 医 療 関 係 者 ） は 次 い で 、 埋 設 さ れ た 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を 所 望 の 長
さ に 切 断 す る 。 次 い で 、 ナ ッ ト ９ １ が 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 の 上 に 挿 入 さ れ 、 そ
れ が 患 者 の 皮 膚 に 対 し て 位 置 さ れ る ま で 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 亘 っ て 末 端 方 向 に 動 か さ
れ る 。 好 ま し く は 心 棒 ７ １ を 閉 鎖 位 置 に 切 り 替 え て 、 医 師 は 次 い で 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ
の 近 位 端 を チ ュ ー ブ 支 持 体 １ ９ 上 で 段 ２ １ を 横 切 っ て 挿 入 す る 。 次 い で 、 体 部 １ ３ と 取 り
付 け ら れ た 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ と が ナ ッ ト ９ １ の 中 へ 下 ろ さ れ 、 段 ２ ３ が ナ ッ ト ９ １ の
上 部 分 １ ０ ３ へ ね じ 込 ま れ る 。 こ れ で 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 対 す る ア ダ プ タ １ １ の 取
り 付 け が 完 了 す る 。 図 ５ か ら 判 る よ う に 、 ア ダ プ タ １ １ は そ の 閉 鎖 状 態 に お い て 、 胃 造 ろ
う 注 入 チ ュ ー ブ Ｇ Ｔ に よ っ て 運 ば れ た 胃 液 の 還 流 を 阻 止 す る よ う 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 ア ダ プ タ １ １ を 介 し て 患 者 に 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 を 投 与 す る に は 、 内 側 に ね じ を
切 っ た ス リ ー ブ に よ っ て 囲 ま れ た 医 用 ル ア ー を 一 端 に 有 す る タ イ プ の 従 来 の 注 射 器 あ る い
は チ ュ ー ブ を 使 用 す れ ば よ い 。 そ の よ う な 注 射 器 の 例 が 図 ７ に 示 さ れ て お り 、 図 ７ は 、 前
端 が ス リ ー ブ １ １ ５ に よ っ て 囲 ま れ た 医 用 ル ア ー １ １ ３ を 含 む 形 状 と さ れ た 注 射 器 １ １ １
で あ っ て 、 前 記 ス リ ー ブ １ １ ５ に は 内 側 に ね じ １ １ ７ が 設 け ら れ て い る 注 射 器 １ １ １ を 示
し て い る 。 使 用 時 、 ル ア ー １ １ ３ が 心 棒 ７ １ の 流 路 の 前 部 分 ８ １ 中 へ 挿 入 さ れ 、 ス リ ー ブ
１ １ ５ が 時 計 方 向 に 回 さ れ る 。 ス リ ー ブ １ １ ５ を ま ず 回 転 さ せ る こ と に よ っ て ね じ １ １ ７
が 心 棒 ７ １ の ね じ ７ ９ と 係 合 す る よ う に な り 、 そ の 結 果 心 棒 ７ １ を 、 停 止 ブ ロ ッ ク ８ ７ が
停 止 面 ５ ７ の 頂 部 に 位 置 し 、 孔 ８ ５ が ル ー メ ン ２ ５ か ら 約 １ ８ ０ 度 離 れ た と こ ろ ま で 回 転
し て い る 閉 鎖 位 置 か ら 停 止 ブ ロ ッ ク ８ ７ が 停 止 面 ５ ５ の 上 方 に 位 置 し 、 孔 が ル ー メ ン と 整
合 し て い る 開 放 位 置 ま で 回 転 さ せ る 。 （ 停 止 ブ ロ ッ ク ８ ７ は 窓 ５ ３ を 通 し て 見 る こ と が で
き 、 窓 ５ ３ 近 傍 の 上 部 分 １ ７ の 頂 部 ５ １ に あ る プ リ ン ト さ れ た 標 識 を 使 用 し て 操 作 者 が 停
止 ブ ロ ッ ク ８ ７ が 開 放 位 置 に あ る か 、 閉 鎖 位 置 に あ る か を 識 別 し や す く さ せ る 。 ） ス リ ー
ブ １ １ ５ を 引 き 続 き 回 転 さ せ る と 心 棒 ７ １ に 対 す る ス リ ー ブ １ １ ５ の 係 合 を 固 く す る が 、
停 止 面 ５ ５ が あ る た め 心 棒 ７ １ を 更 に 回 転 さ せ る こ と は な い 。 ア ダ プ タ １ １ を そ の 開 放 位
置 に 位 置 さ せ て 、 ア ダ プ タ １ １ を 介 し て 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 を 注 射 器 １ １ １ か ら 分
配 す る こ と が で き る 。 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 の 分 配 が 完 了 す る と 、 ス リ ー ブ １ １ ５ が
反 時 計 方 向 に 回 転 さ れ 、 停 止 ブ ロ ッ ク ８ ７ を 停 止 面 ５ ５ の 頂 部 の 開 放 位 置 か ら 停 止 面 ５ ７
と 係 合 し た 閉 鎖 位 置 ま で 運 動 さ せ る 。 ス リ ー ブ １ １ ５ を 引 き 続 き 回 転 さ せ る と 停 止 面 ５ ７
が あ る た め 心 棒 ７ １ を そ れ 以 上 回 転 さ せ る こ と な く ス リ ー ブ １ １ ５ と ル ア ー １ １ ３ と を 心
棒 ７ １ か ら 外 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た タ イ プ の 既 存 弁 タ イ プ の ア ダ プ タ と 比 較 し て 前 記 ア ダ プ タ １ １ の 一 つ の 利 点 は
開 放 位 置 に お け る ル ー メ ン の サ イ ズ が 制 約 さ れ な い こ と で あ る こ と が 認 め ら れ る 。 別 の 利
点 は 、 注 射 器 １ １ １ の よ う な 装 置 が 取 り 付 け ら れ な い の で あ れ ば 、 ア ダ プ タ １ １ が 閉 鎖 位
置 か ら 開 放 位 置 ま で 容 易 に 動 く こ と が で き な い こ と で あ る 。 更 に 別 の 利 点 は 、 ア ダ プ タ １
１ が そ の 開 放 位 置 に あ る と き 、 注 射 器 １ １ １ の よ う な 装 置 が 簡 単 に ア ダ プ タ １ １ か ら 引 っ
張 り 出 す こ と が で き な い こ と で あ る 。 更 に 別 の 利 点 は 、 ア ダ プ タ １ １ は そ の 開 放 位 置 に あ
る と 患 者 に 投 与 さ れ つ つ あ る 流 体 の 漏 れ を 阻 止 し 、 そ の 閉 鎖 位 置 に あ る と 患 者 か ら の 体 液
が そ こ を 通 し て 逃 げ る こ と が で き な い よ う な 仕 方 で 注 入 シ ス テ ム に 接 続 さ れ て い る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 取 り 付 け る 代 わ り に 、 代 替 的 に 嵩 の 低 い ア ダ プ タ １ １ を 空 腸 造
ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 取 り 付 け る か 、 あ る い は 嵩 の 低 い 交 換 経 腸 注 入 装 置 と し て 使
用 し う る こ と も 容 易 に 認 め る こ と が で き る 。 更 に 、 注 入 の た め に 使 用 す る こ と に 加 え て 、
ア ダ プ タ １ １ は 例 え ば 尿 あ る い は 血 液 排 出 カ テ ー テ ル に 取 り 付 け る こ と に よ っ て 流 体 の 排
出 に も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に 、 体 部 １ ３ は 好 適 実 施 例 に お い て は 、 ル ー メ ン ２ ５ と 上 部 分 １ ７ に 形 成 さ れ た 流 路
と が 垂 直 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 例 え ば 注 射 器 が 心 棒 ７ １ と 整 合 し や す く す る 角
度 ま で 広 げ る な り し て そ の 間 の 角 度 を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ て 、 図 ８ お よ び 図 ９ を 参 照 す れ ば 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ テ ー
テ ル に 使 用 す る よ う 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 し た 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 ２ の 実 施 例 の 上
面 図 お よ び 断 面 図 が 示 さ れ て お り 、 前 記 嵩 の 低 い ア ダ プ タ は 全 体 的 に 参 照 番 号 １ ５ １ で 指
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ア ダ プ タ １ ５ １ は 殆 ど の 点 に お い て ア ダ プ タ １ １ と 類 似 で あ る が 、 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ
間 の 相 違 点 の 一 つ は ア ダ プ タ １ ５ １ が 上 か ら 見 る と 、 砂 時 計 状 の 形 状 と は 対 照 的 に 楕 円 形
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で あ る 上 部 分 １ ５ ３ を 含 む こ と で あ る 。 別 の 相 違 点 は 上 部 分 １ ５ ３ の 前 端 １ ５ ５ が 心 棒 ７
１ を 側 方 か ら で は な く 、 頂 部 お よ び 底 部 か ら 遮 蔽 し て い る こ と で あ る 。 更 に 別 の 相 違 点 は
ア ダ プ タ １ ５ １ が 外 面 １ ５ ９ が 面 取 り 部 １ ６ １ を 含 む ナ ッ ト １ ５ ７ を 含 む こ と で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ て 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ を 参 照 す れ ば 、 例 え ば 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の よ う な 医 用 カ
テ ー テ ル に 使 用 す る よ う 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 ３ の 実 施
例 の 上 面 図 お よ び 断 面 図 が 示 さ れ て お り 、 前 記 の 嵩 の 低 い ア ダ プ タ は 全 体 的 に 参 照 数 字 ２
０ １ で 指 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ア ダ プ タ ２ ０ １ は 殆 ど の 点 に お い て ア ダ プ タ １ １ と 類 似 で あ り 、 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ 間
の 相 違 点 の 一 つ は ア ダ プ タ ２ ０ １ が 、 上 か ら 見 る と 砂 時 計 状 の 形 状 と は 対 照 的 に 全 体 的 に
長 方 形 で あ っ て 端 に 丸 み が つ け ら れ て い る 上 部 分 ２ ０ ３ を 含 む こ と で あ る 。 別 の 相 違 点 は
ア ダ プ タ ２ ０ １ が 外 方 へ 延 び た フ ラ ン ジ ２ ０ ７ を 有 す る ナ ッ ト ２ ０ ５ を 含 む こ と で あ る 。
更 に 別 の 相 違 点 は ア ダ プ タ ２ ０ １ は 後 端 ２ １ １ が 開 放 し た 心 棒 ２ ０ ９ を 含 む こ と で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ て 、 図 １ ２ を 参 照 す れ ば 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る よ う 本 発 明 の 教 示 に よ り
構 成 さ れ た 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 ４ の 実 施 例 の 斜 視 図 が 示 さ れ て お り 、 該 嵩 の 低 い ア ダ プ
タ は 全 体 的 に 参 照 番 号 ２ ５ １ で 指 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ア ダ プ タ ２ ５ １ は 多 く の 点 で ア ダ プ タ １ １ と 類 似 で あ り 、 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ 間 の 一 つ
の 相 違 点 は ア ダ プ タ ２ ５ １ が 砂 時 計 状 の 形 状 と は 対 照 的 に 全 体 的 に 筒 型 で あ る 上 部 分 ２ ５
３ を 有 し て い る こ と で あ る 。 別 の 相 違 点 は ア ダ プ タ ２ ５ １ が 外 部 ボ ル ス タ と し て 作 用 す る
ナ ッ ト を 含 ん で い な い こ と で あ る 。 代 わ り に 、 ア ダ プ タ ２ ５ １ は 、 外 部 ボ ル ス タ と し て 作
用 す る 、 外 方 へ 延 び る 周 方 向 の フ ラ ン ジ ２ ５ ７ を 含 む 形 状 と さ れ た 下 部 分 ２ ５ ５ を 有 し て
い る 。 更 に 別 の 相 違 点 は 、 下 部 分 ２ ５ ５ の 底 部 が 周 方 向 の 突 起 ２ ５ ９ を 含 む 形 状 と さ れ て
お り 、 該 突 起 ２ ５ ９ は 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ の 近 位 端 を そ の 上 に 挿 入 す る こ と が で き 、
例 え ば ラ チ ェ ッ ト タ イ プ の ク ラ ン プ （ 図 示 せ ず ） の よ う な 何 ら か の 固 定 機 構 に よ っ て 固 定
で き る よ う に 適 当 な 寸 法 と さ れ て い る こ と で あ る 。 別 の 実 施 例 （ 図 示 せ ず ） に お い て 、 前
記 下 部 分 ２ ５ ５ の 底 部 が 単 に 棘 状 と さ れ て い て 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を 固 定 す る の に 何
ら 別 の 機 構 が 使 用 さ れ て い な い 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ て 、 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ を 参 照 す れ ば 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る よ う 本 発 明
の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 ５ の 実 施 例 の 上 面 図 お よ び 断 面 図 が 示 さ
れ て お り 、 前 記 嵩 の 低 い ア ダ プ タ は 全 体 的 に 参 照 数 字 ３ ０ １ で 指 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ア ダ プ タ ３ ０ １ は 多 く の 点 で ア ダ プ タ １ １ と 類 似 で あ り 、 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ 間 の 一 つ
の 相 違 点 は ア ダ プ タ １ １ が 上 か ら 見 る と 砂 時 計 状 の 形 状 の 体 部 １ ３ を 有 し て い る の 対 し て
、 ア ダ プ タ ３ ０ １ は 上 か ら 見 る と 全 体 的 に 長 方 形 の 前 部 分 ３ ０ ５ と 全 体 的 に 円 形 の 後 部 分
３ ０ ７ と を 含 む 体 部 ３ ０ ３ を 有 し て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ 間 の 別 の 相 違 点 は 前 部 分 ３ ０ ５ の 内 部 流 路 に 円 形 の 溝 ３ ０ ９ が 設 け
ら れ て い る こ と で あ り 、 前 記 溝 の 目 的 は 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ 間 の 更 に 別 の 相 違 点 は ア ダ プ タ ３ ０ １ が ナ ッ ト ３ １ １ を 含 ん で い る
こ と で あ り 、 前 記 ナ ッ ト ３ １ １ は 外 面 ３ １ ５ か ら そ の 内 側 の 孔 の 前 の 点 ま で 半 径 方 向 内 方
に 延 び て い る 筒 型 の 空 洞 ３ １ ３ が 設 け ら れ て い る こ と を 除 い て ナ ッ ト ９ １ と 同 一 で あ る 。
ア ダ プ タ ３ ０ １ は 更 に 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ と 体 部 ３ ０ ３ と の 周 り で ナ ッ ト ３ １ １ を 締

10

20

30

40

50

(12) JP 2005-512733 A 2005.5.12



め 易 く す る た め に 前 記 空 洞 ３ １ ３ 中 へ 挿 入 可 能 な ロ ッ ド ３ １ ７ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 ２ 個 の ア ダ プ タ 間 の 更 に 別 の 相 違 点 は ア ダ プ タ ３ ０ １ が 、 ね じ を 設 け た 前 端 ７ ３ の
代 わ り に 半 環 状 の 突 出 部 を 画 成 す る よ う な 形 状 と さ れ た 前 端 ３ ２ ３ を 有 し て い る 以 外 は 心
棒 ７ １ と 同 一 で あ る 心 棒 ３ ２ １ を 含 む こ と で あ る 。 前 記 前 端 ３ ２ ３ は 前 部 分 ３ ０ ５ の 正 面
３ ０ ３ に 対 し て 相 対 的 に 後 退 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ て 、 図 １ ５ を 参 照 す れ ば 、 ア ダ プ タ ３ ０ １ に 使 用 す る の に 適 し た チ ュ ー ブ 組 立 体 で あ
っ て 、 全 体 的 に 参 照 数 字 ３ ５ １ で 指 示 す る チ ュ ー ブ 組 立 体 の 一 部 破 断 し た 側 面 図 が 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 組 立 体 ３ ５ １ は 患 者 に 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 を 運 ぶ た め に 使 用 さ れ る 注 入 チ ュ
ー ブ ３ ５ ３ で あ っ て 、 近 位 端 ３ ５ ５ と 、 遠 位 端 ３ ５ ７ と を 有 す る 注 入 チ ュ ー ブ ３ ５ ３ を 含
む 。 前 記 組 立 体 ３ ５ １ は ま た 、 中 空 の コ ネ ク タ ３ ６ １ （ 図 １ ６ に 個 別 に 示 す ） で あ っ て 、
近 位 端 ３ ６ ３ と 遠 位 端 ３ ６ ５ と を 有 す る コ ネ ク タ ３ ６ １ を 含 む 。 前 記 近 位 端 ３ ６ ３ は 前 記
チ ュ ー ブ ３ ５ ３ の 遠 位 端 ３ ５ ７ 中 へ 挿 入 さ れ 、 糊 あ る い は 摩 擦 嵌 合 に よ っ て そ こ に 保 持 さ
れ る 。 前 記 コ ネ ク タ ３ ６ １ の 遠 位 端 ３ ６ ５ は 、 該 コ ネ ク タ ３ ６ １ の 遠 位 端 ３ ６ ５ が 心 棒 ３
２ １ の 前 端 ３ ２ ３ と 相 互 に 嵌 合 し 、 そ の 後 心 棒 ３ ２ １ を 回 転 さ せ る た め に 使 用 可 能 で あ る
よ う に 前 記 心 棒 ３ ２ １ の 前 端 ３ ２ ３ と 相 補 す る 寸 法 と さ れ た 半 環 状 の 突 出 部 を 画 成 す る 形
状 と さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ３ ６ １ と 心 棒 ３ ２ １ と が 相 互 に 嵌 合 し た と き に 溝 ３ ０ ９ に 位 置
さ れ る よ う に コ ネ ク タ ３ ６ １ に 位 置 さ れ た Ｏ － リ ン グ ３ ７ １ が コ ネ ク タ ３ ６ １ の 上 に し っ
か り と 装 着 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 心 棒 ３ ２ １ に 対 す る コ ネ ク タ ３ ６ １ の 係 合 が 維 持 で
き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 例 に お け る コ ネ ク タ ３ ６ １ の 遠 位 端 ３ ６ ５ と 心 棒 ３ ２ １ の 前 端 ３ ２ ３ と の 特 定 の
形 状 は 例 示 の み で あ り 、 コ ネ ク タ ３ ６ １ お よ び 心 棒 ３ ２ １ に 対 し て そ の 他 の 適 合 す る 、 あ
る い は 係 合 可 能 な 装 置 も 使 用 可 能 で あ る こ と が 直 ち に 認 め ら れ う る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 患 者 に 食 物 お よ び （ ま た は ） 医 薬 を 投 与 す る た め に 使 用 す る こ と に 加 え て 、 前 記
組 立 体 ３ ５ １ は 代 替 的 に 患 者 か ら 流 体 を 排 出 さ せ る た め に も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 明 細 書 で 掲 出 し た 本 発 明 の 実 施 例 は 単 に 例 示 で あ る つ も り で あ り 、 当 該 技 術 分 野 の 専
門 家 に は 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 多 数 の 変 更 や 修 正 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
そ の よ う な 変 更 や 修 正 も 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る 意
図 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る た め に 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の 低
い ア ダ プ タ の 第 １ の 実 施 例 の 分 解 し た 断 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 嵩 の 低 い ア ダ プ タ で あ っ て 、 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を ア ダ プ タ の 体 部
の 一 部 の 上 に 挿 入 し た 状 態 で 開 放 位 置 で 示 さ れ て い る 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 部 分 的 に 破 断 し
た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ａ お よ び ｂ は 線 １ － １ に 沿 っ て 見 た 図 ２ に 示 す 嵩 の 低 い ア ダ プ タ で あ っ て 、 そ れ
ぞ れ 開 放 位 置 お よ び 閉 鎖 位 置 で 示 さ れ て い る 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 破 断 し た 正 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 ａ お よ び ｂ は そ れ ぞ れ 開 放 位 置 お よ び 閉 鎖 位 置 で 示 さ れ て い る 、 図 １ に 示 す 嵩 の
低 い ア ダ プ タ の 部 分 的 に 破 断 し た 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を し っ か り と 接 続 さ せ て 、 そ の 閉 鎖 位 置 で 示 さ れ て い る 図
１ に 示 す 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 心 棒 の 側 面 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(13) JP 2005-512733 A 2005.5.12



【 図 ７ 】 図 １ に 示 す ア ダ プ タ に 使 用 す る の に 適 し た 従 来 の 注 射 器 の 一 部 破 断 し た 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る た め に 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の 低
い ア ダ プ タ で あ っ て 、 開 放 位 置 で 示 さ れ て い る 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 ２ の 実 施 例 の 一 部 破
断 し た 上 面 図 で あ る （ 実 施 例 ２ ） 。
【 図 ９ 】 閉 鎖 位 置 で 示 す 、 図 ８ に 示 す 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る た め に 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の
低 い ア ダ プ タ で あ っ て 、 開 放 位 置 に お い て 示 さ れ て い る 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 第 ３ の 実 施 例
の 一 部 破 断 し た 上 面 図 で あ る （ 実 施 例 ３ ） 。
【 図 １ １ 】 開 放 位 置 で 示 さ れ て い る 図 ８ に 示 す 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ に 使 用 す る よ う に 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の
低 い ア ダ プ タ の 第 ４ の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る （ 実 施 例 ４ ） 。
【 図 １ ３ 】 開 放 位 置 で 示 さ れ て い る 、 本 発 明 の 教 示 に よ っ て 構 成 さ れ た 嵩 の 低 い ア ダ プ タ
の 第 ５ の 実 施 例 の 一 部 破 断 し た 上 面 図 で あ る （ 実 施 例 ５ ） 。
【 図 １ ４ 】 胃 造 ろ う 注 入 チ ュ ー ブ を ア ダ プ タ の 体 部 の 一 部 の 上 に 挿 入 さ せ て 、 開 放 位 置 で
示 さ れ て い る 図 １ ３ に 示 す 嵩 の 低 い ア ダ プ タ の 部 分 的 に 破 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ に 示 す ア ダ プ タ に 使 用 す る の に 適 し た チ ュ ー ブ 組 立 体 の 一 部 破 断 し た 側
面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に 示 す コ ネ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ （ ａ ） 】 【 図 ３ （ ｂ ） 】

【 図 ４ （ ａ ） 】

【 図 ４ （ ｂ ） 】

【 図 ６ 】

【 図 ５ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

(16) JP 2005-512733 A 2005.5.12



【 図 １ ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
むことによって達成される。胃造ろう注入チューブの近位端は前記体部の下部分の上に挿入され、ナット（９１）に
よって固定される。
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